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会 長 

川端 利昭  

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

隊
員
の
皆
様
、
Ｏ
Ｂ
会
員
の
皆
様
に
は
平
成
26
年 

の
新
春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お 

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
は
我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
が
現 

実
に
厳
し
さ
を
増
し
身
震
い
す
る
思
い
も
し
ま
し
た 

が
、
安
倍
政
権
は
参
議
院
選
で
の
ね
じ
れ
解
消
を
経 

て
、
国
家
安
全
保
障
会
議
の
設
置
、
防
衛
大
綱
・
中 

期
防
の
改
定
等
矢
継
ぎ
早
に
決
定
し
、
引
き
続
き
日 

米
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
も
進
む
も
の
と
思
わ
れ 

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
変
化
の
予
測
さ
れ
る
中
、
連
隊 

の
皆
様
に
は
厳
し
い
訓
練
に
裏
打
ち
さ
れ
た
実
力
を 

高
度
に
維
持
し
、
い
つ
い
か
な
る
要
求
に
も
応
え
得 

る
即
応
性
を
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

Ｏ
Ｂ
会
員
は
連
隊
を
誇
り
に
思
い
、
更
な
る
発
展 

を
願
い
、
当
面
は
南
ス
ー
ダ
ン
に
派
遣
さ
れ
た
隊
員 

の
任
務
の
完
遂
と
無
事
帰
国
を
願
い
つ
つ
新
年
の
ご 

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 

隊
員
家
族
の
皆
様
、
連
隊
Ｏ
Ｂ
の
諸
先 

輩
の
皆
様
に
は
、
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び 

を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
昨
年
来
の
北
東
ア
ジ
ア
で
の
緊 

張
の
高
ま
り
の
中
、
平
成
二
十
六
年
を
迎 

え
ま
し
た
。
南
西
諸
島
方
面
や
朝
鮮
半
島 

の
情
勢
は
、
ひ
と
時
も
目
を
離
せ
ず
、
我 

国
も
万
一
の
事
態
に
備
え
不
断
の
警
戒
を 

続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

昨
年
末
、
新
た
に
国
家
安
全
保
障
戦
略
が 

策
定
さ
れ
、
新
防
衛
計
画
の
大
綱
・
新
中 

期
防
の
決
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
か 

ら
防
衛
省
自
衛
隊
も
新
体
制
に
向
け
、
大 

き
く
変
化
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

現
在
ま
で
の
話
で
は
、
我
第
三
師
団
の
任 

務
は
変
わ
る
こ
と
な
く
、
引
き
続
き
近
畿 

二
府
四
県
の
防
衛
警
備
を
担
当
す
る
事
と 

な
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
大
規
模
震
災 

一等陸佐  

河野 玄治  

 

を
含
め
脅
威
は
多
様
化
し
、
あ
ら
ゆ
る
事 

態
に
備
え
た
不
断
の
練
磨
を
続
け
る
必
要 

性
は
高
ま
る
こ
と
は
あ
れ
、
不
要
に
な
る 

こ
と
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
我
々
師
団
唯
一 

の
後
方
支
援
部
隊
は
、
日
々
練
磨
し
万
一 

の
事
態
の
際
に
は
、
師
団
を
全
力
で
支
え 

る
こ
と
が
で
き
る
ご
と
く
、
実
力
を
蓄
え 

る
こ
と
が
何
よ
り
肝
要
と
心
得
て
お
り
ま 

す
。 

 

よ
っ
て
本
年
も
我
連
隊
は
、
国
家
国
民 

の
た
め
ま
た
国
際
的
な
平
和
な
環
境
醸
成 

の
た
め
、
日
々
努
力
し
て
い
く
所
存
で
ご 

ざ
い
ま
す
。
ど
う
か
宜
し
く
ご
支
援
ご
声 

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
隊
員
一
同
に
成
り 

代
わ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
我
連
隊
を
常
日 

頃
ご
支
援
く
だ
さ
る
皆
々
様
の
今
年
1
年 

の
ご
多
幸
を
祈
念
致
し
ま
し
て
、
年
頭
の 

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
面 

連
隊
長
年
頭
の
挨
拶
・
連
隊
Ｏ
Ｂ
会
長
年
頭
の
挨
拶 

 

五
面 

連
隊
銃
剣
道
競
技
会
、
炊
事
コ
ン
テ
ス
ト 

 
 

 
 

二
面 

各
部
隊
長
年
頭
の
挨
拶 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

六
面 

連
隊
成
人
式
、
成
績
等
優
秀
隊
員
紹
介 

 
 

 
 

三
面 

第
１
次
連
隊
訓
練
検
閲
【
衛
生
隊
】
、
年
末
行
事 

 
 

七
面 

人
事
往
来
（
定
期
昇
任
、
表
彰
等
） 

 
 

 
 

四
面 

平
成
二
十
六
年
連
隊
訓
練
始
め
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

八
面 

定
年
退
官
者
紹
介
・
４
コ
マ
漫
画
等 

 
 

 
 

 
 

 

整
備
・
衛
生
コ
ン
テ
ス
ト 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
六
甲
」
新
聞
マ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン 

神
谷
１
士 

 連隊長統率方針  
 

 命と炎 

 

連隊長要望事項 
 

  生せばなる  
 

 前 へ 
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１
等
陸
尉 

 

鍋
山 

憲
一 

 

２
等
陸
佐 

 

植
松 

佳
郎 

 

２
等
陸
佐 

 

山
下 

次
郎 

 

２
等
陸
佐 

 

池
田 

裕
孝 

 

２
等
陸
佐 

 

橋
本 

博
己 

 

３
等
陸
佐 

 

川
井 

雅
文 

 

 
 

 
 

皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご 

 
 
 

ざ
い
ま
す
。 

 
 

 

昨
年
は
、
巳
年
と
い
う
こ
と
で
じ
っ
く
り
と 

地
に
足
を
つ
け
て
（
蛇
に
足
は
あ
り
ま
せ
ん
が
。
） 

私
と
大
隊
の
実
力
を
つ
け
る
年
と
し
て
、
教
育
訓
練
、 

支
援
業
務
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

今
年
は
、
午
年
で
検
閲
を
受
閲
す
る
年
で
す
の
で
、 

さ
ら
に
練
成
を
積
み
重
ね
て
「
ば
ん
え
い
競
馬
」
の 

馬
の
ご
と
く
力
づ
よ
く
実
力
を
発
揮
す
る
所
存
で
す
。 
 

本
年
も
皆
様
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
一
年
に 

な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の 

 
 
 

こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
は
、
生
き
残
り
得
る
強
靱
な
部
隊
を
目
標
に 

部
隊
の
基
本
的
行
動
を
着
実
に
練
成
す
る
と
と
も
に
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

戦
闘
要
領
を
学
ぶ
等
、
充
実
し
た
一
年
で
し
た
。 

 

今
年
は
師
団
訓
練
検
閲
受
閲
の
年
で
あ
り
、
馬
の 

如
く
飛
躍
し
全
て
が
ウ
マ
く
い
く
よ
う
、
本
部
付
隊 

全
隊
員
が
一
致
団
結
し
任
務
に
邁
進
す
る
所
存
で
す
。 

 

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
年
に
な
る
こ
と
を 

祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 
 
 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 

昨
年
三
月
着
任
以
来
、
十
数
年
ぶ
り
の
部
隊 

 
 
 

勤
務
に
戸
惑
い
を
覚
え
つ
つ
慌
し
く
過
ご
し 

て
参
り
ま
し
た
。 

 

本
年
は
、
南
ス
ー
ダ
ン
へ
の
隊
員
派
遣
を
継
続
し 

つ
つ
、
連
隊
の
師
団
検
閲
受
閲
等
多
忙
を
極
め
る
年 

に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
我
々
の
実
力
が
試
さ
れ
る 

年
と
位
置
付
け
、
し
っ
か
り
と
腰
を
据
え
部
隊
の
練 

成
、
支
援
業
務
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

本
年
も
二
整
大
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 
 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

 
 
 

早
い
も
の
で
輸
送
隊
長
に
着
任
し
て
１
年
と 

 
 
 

９
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
昨
年
は
、
師
団 

唯
一
の
輸
送
専
門
部
隊
と
し
て
、
い
か
な
る
困
難
な 

状
況
に
お
い
て
も
任
務
を
完
遂
で
き
る
日
本
一
の
輸 

送
隊
を
目
指
し
、
操
縦
技
能
を
は
じ
め
輸
送
技
術
の 

向
上
等
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。 

 

今
年
は
い
よ
い
よ
そ
の
成
果
を
訓
練
検
閲
の
場
で 

発
揮
す
る
年
で
す
。 

 

輸
送
隊
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 

昨
年
は
連
隊
長
に
よ
る
訓
練
検
閲
、
南
ス
ー 

 
 
 

ダ
ン
へ
の
派
遣
等
多
種
多
様
な
事
業
が
あ
り
、 

そ
の
一
つ
一
つ
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

今
年
の
衛
生
隊
も
、
全
て
の
事
業
に
つ
い
て
、
常

に
「
も
う
ひ
と
ふ
ん
ば
り
」
の
精
神
で
一
致
団
結
し

て
一
つ
一
つ
努
力
し
、
昨
年
の
衛
生
隊
を
上
回
る
勢

い
で
前
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。 

 

関
係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
昨
年
同
様
、
ご

支
援
、
ご
助
言
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

 
 
 

 

 
 
 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 

本
年
も
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
素
晴
ら
し
い

年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
年
は
、
午
年
と
い
う
こ
と
で
、
如
何
な
る
厳
し

い
任
務
に
直
面
し
た
と
し
て
も
、
補
給
隊
全
隊
員
一

致
団
結
し
、
一
つ
一
つ
う
ま
く
乗
り
越
え
て
最
後
ま

で
駆
け
抜
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
同
様
、
皆
様
の
温
か
い
御
支
援
・
御
指
導
の

ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 
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治
療
隊 

３
曹 

黒
原 

翔
馬 

衛
生
救
護
陸
曹
と 

し
て
の
功
績 

治
療
隊 

３
曹 

森 

薫
彦 

衛
生
救
護
陸
曹
と 

し
て
の
功
績 

救
急
車
小
隊 

士
長 

中
川 

遙 

操
縦
手
と
し
て
の 

功
績 

 

 

連
隊
は
、
平
成
25
年
12
月
２
日
か
ら
５
日
ま
で
の
間
、
青
野
ヶ 

原
演
習
場
に
お
い
て
、
衛
生
隊
（
隊
長 

川
井
３
佐
）
に
対
し
、 

第
１
次
連
隊
訓
練
検
閲
を
実
施
し
た
。 

 

本
行
事
は
、
多
数
の
来
賓
及
び
隊
員
家
族
を
招 

き
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、
餅
つ
き
大
会
等
を
実 

施
し
て
連
隊
の
駐
屯
地
所
在
全
隊
員
の
団
結
の
強 

化
と
士
気
の
高
揚
を
図
っ
た
。
行
事
は
当
初
、
Ｏ 

Ｂ
会
長
を
は
じ
め
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
来 

賓
の
方
々
と
と
も
に
「
つ
き
始
め
」
を
実
施
し
、 

じ
後
は
各
部
隊
ご
と
に
ぎ
や
か
に
餅
つ
き
を
行
っ 

た
。
途
中
、
駐
屯
地
司
令
の
激
励
を
受
け
る
際
、 

ら
っ
ぱ
吹
奏
と
騎
馬
を
組
ん
で
司
令
を
乗
せ
て
入 

場
を
迎
え
る
な
ど
、
楽
し
く
新
年
へ
の
活
力
を
養

う
と
と
も
に
、
に
ぎ
や
か
に
年
の
瀬
の
ひ
と
と
き 

を
過
ご
し
た
。 

 

連
隊
は
平
成
25
年
12
月
21
日
（
土
）
、
千
僧
駐
屯
地
に
お
い
て

実
施
さ
れ
た
駐
屯
地
年
末
行
事
に
参
加
し
た
。 

 

初
冬
を
迎
え
、
濃
霧
に
包
ま
れ 

た
青
野
ヶ
原
演
習
場
で
開
始
し
た 

本
訓
練
検
閲
は
、
師
団
の
陣
地
攻 

撃
に
お
け
る
衛
生
隊
の
行
動
を
、 

検
閲
課
目
と
し
、
「
有
機
的
な
指 

揮
幕
僚
活
動
」
、
「
部
隊
の
基
本 

的
行
動
及
び
隊
員
の
基
礎
動
作
」 

を
主
要
検
閲
項
目
と
し
た
。
編
成 

完
結
に
お
い
て
、
統
裁
官
は
「
頭 

を
使
っ
て
最
善
を
尽
く
せ
」
、 

「
基
本
基
礎
の
確
行
」
、
「
安 

全
管
理
・
健
康
管
理
」
の
３
点 

を
要
望
事
項
と
し
て
挙
げ
た
。 

 

隊
容
検
査
で
は
、
各
隊
員
が 

補
助
官
か
ら
の
質
問
に
対
し
適 

切
に
答
え
る
な
ど
、
本
訓
練
検 

閲
へ
の
や
る
気
の
あ
る
姿
が
伺 

え
た
。 

 

状
況
下
に
お
い
て
は
、
大
量 

患
者
発
生
や
傷
病
者
へ
の
手
当
、 

ヘ
リ
の
患
者
空
輸
な
ど
、
多
種 

多
様
な
状
況
に
対
応
し
た
。 

 

更
に
、
検
閲
終
了
後
に
実
施 

し
た
徒
歩
行
進
訓
練
で
は
、
一

人
の
脱
落
者
も
出
る
こ
と
な
く
、 

本
訓
練
検
閲
を
無
事
終
了
し
た
。 
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第
１
位 

 

２
整
大
特
直
支
隊 

 

士
長 

住
上 

凌 
 

タ
イ
ム 

３
分
23
秒 

第
２
位 

 

補 

給 

隊 
 

士
長 

矢
野 

瑳
依
子 

 

タ
イ
ム 

３
分
24
秒 

第
３
位 

 

２
整
大
１
直
支
中
隊 

 

士
長 

老
平 

愛
梨 

 

タ
イ
ム 

３
分
25
秒 

 

第
１
位 

２
整
大
本
付 

２
曹 

岡
本 

祥
史 

第１位 
 ２整大特直支隊 
 士長  竹内 翔 
 ２曹  沖田 恵均 
 タイム ５分１６秒 

 

連
隊
の
千
僧
所
在
部
隊
で
実
施
し
た
訓 

練
始
め
は
、
年
男
・
年
女
隊
員
が
そ
れ
ぞ 

れ
抱
負
を
述
べ
、
幕
を
開
け
た
。 

 

連
隊
長
の
年
頭
の
辞
に
引
き
続
き
、
全 

隊
員
で
南
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
の
方
角
を
向 

き
、
第
５
次
南
ス
ー
ダ
ン
派
遣
施
設
隊
で 

任
務
遂
行
中
の
隊
員
に
対
し
て
黙
祷
し
、 

安
全
を
祈
願
し
た
。 

 

そ
の
後
実
施
し
た
20
人
大
縄
跳
び
は
、 

３
分
間
で
連
続
し
て
跳
ん
だ
回
数
が
多
い 

２
チ
ー
ム
が
決
勝
へ
と
進
む
方
式
で
、
全 

14
チ
ー
ム
の
中
か
ら
予
選
を
見
事
勝
ち
抜 

い
た
第
１
整
備
大
隊
Ｄ
チ
ー
ム
（
29
回
） 

と
連
隊
本
部
・
本
部
付
隊
Ｂ
チ
ー
ム
（
17 

 

回
）
が
決
勝
戦
を
行
っ
た
。
予
選
ト
ッ
プ 

の
１
整
大
Ｄ
チ
ー
ム
は
予
選
の
頑
張
り
が 

響
い
た
の
か
、
予
選
２
位
通
過
の
連
隊
本 

部
・
本
部
付
隊
Ｂ
チ
ー
ム
が
18
回
で
優
勝 

を
飾
り
、
訓
練
始
め
は
終
了
し
た
。 

 

連
隊
は
、
平
成
26
年
１
月
９
日
（
木
）
に
、
千
僧
駐
屯
地
南
側 

地
域
に
お
い
て
、
連
隊
訓
練
始
め
を
実
施
し
た
。 

 第１整備大隊Ｄチーム   連隊本部・本部付隊チーム  

 

連
隊
は
平
成
26
年
１
月
14
日 

（
火
）
午
前
中
、
千
僧
駐
屯
地 

南
側
グ
ラ
ン
ド
及
び
１
整
大
整 

備
実
習
場
前
で
整
備
コ
ン
テ
ス 

ト
を
実
施
し
、
車
両
整
備
及
び 

小
火
器
整
備
技
術
の
練
度
向
上 

を
図
っ
た
。 

 

当
初
実
施
し
た
車
両
整
備
の 

部
で
は
、
小
型
ト
ラ
ッ
ク
の
タ 

イ
ヤ
交
換
を
２
名
１
組
で
左
前 

輪
タ
イ
ヤ
と
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
の 

交
換
を
実
施
し
た
。 

 

引
き
続
き
実
施
し 

た
小
火
器
整
備
の
部 

で
は
、
89
式
小
銃
の 

分
解
・
結
合
を
実
施 

し
、
そ
れ
ぞ
れ
正
確 

性
及
び
速
度
を
競
い 

あ
う
と
と
も
に
、
兵 

站
部
隊
と
し
て
の
自 

覚
と
物
品
愛
護
意
識 

を
高
揚
さ
せ
る
こ
と 

が
出
来
た
。 

 

連
隊
は
平
成
26
年
１
月
14
日
（
火
） 

午
後
か
ら
、
千
僧
駐
屯
地
南
側
グ
ラ
ン 

ド
に
お
い
て
衛
生
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施 

し
、
救
急
法
検
定
第
１
課
題
か
ら
第
３ 

課
題
ま
で
の
練
度
向
上
を
図
っ
た
。 

 

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
第
１
課
題
と
第
２ 

課
題
を
個
人
戦
で
陸
士
グ
ル
ー
プ
と
陸 

曹
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
実
施
し
、
第
３ 

課
題
は
チ
ー
ム
戦
と
し
て
選
手
１
名
に 

担
架
員
３
名
の
４
名
１
個
チ
ー
ム
で
実 

施
し
た
。
各
参
加
選
手
は
そ
れ
ぞ
れ
第 

１
課
題
の
自
己
が 

被
弾
し
た
際
の
緊 

急
緊
縛
止
血
動
作
、 

第
２
課
題
の
人
工 

呼
吸
、
そ
し
て
第 

３
課
題
の
傷
病
者 

発
生
時
の
救
急
処 

置
要
領
に
つ
い
て
、 

練
成
の
成
果
を
遺 

憾
な
く
発
揮
し
た
。 

第２位 
 補 給 隊 
 士長  増田 孝行 
 ３曹  瀧本 典子 
 タイム ５分４２秒 

第
２
位 

１
整
大
火
車
中
隊 

３
曹 

吉
野 

純
弥 

第
１
位 

２
整
大
戦
車
直
支
隊 

１
士 

伊
藤 

洋
介 

第
２
位 

衛 

生 

隊 

士
長 

中
村 

豪 
 

第
１
位 

２
整
大
本
付 

２
曹 

岡
本 

祥
史 

第
２
位 

衛 

生 

隊 

２
曹 

今
泉 

大
輔 

第
１
位 

２
整
大
特
科
直
支
隊 

士
長 

住
上 

凌 
 

第
２
位 

補 

給 

隊 

１
士 

金
子 

暁
真 

 

第
１
位 

衛 

生 

隊 

第
２
位 

２
整
大
本
部
・ 

偵
察
直
支
隊 

今年はさらに日本一の連隊を目指すことを 

隊員に語られる連隊長 
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第
１
整
備
大
隊
Ａ
チ
ー
ム 

２
整
大
３
直
支
中
隊 

士
長 

鎗
尾 
大
貴 

１
整
大
施
設
整
備
隊 

２
曹 

安
藤 

啓 

衛 

生 

隊 

士
長 

石
崎 

太
一 

合
同
炊
事
班
Ａ
チ
ー
ム 

補 

給 

隊 

士
長 

南 
 

水
緒 

衛 

生 

隊 

３
曹 

清
家 

智
子 

２
整
大
高
射
直
支
隊 

士
長 

寺
町 

舞 

第
２
整
備
大
隊
偵
察
直
支 

衛 

生 

隊 

松本３曹 

土井１曹 

土本３尉 

河南３曹 

三谷士長 

 

連
隊
は
、
平
成
26
年
１
月
24
日
（
金
）
に
、
千
僧
駐
屯
地
体
育 

館
に
お
い
て
、
連
隊
銃
剣
道
競
技
会
を
実
施
し
た
。 

 

本
競
技
会
は
、
１
チ
ー
ム
５
人
の 

団
体
戦
並
び
に
陸
曹
の
部
、
入
隊
２ 

年
以
上
の
部
、
陸
士
２
年
未
満
の
部 

及
び
女
性
自
衛
官
の
部
の
個
人
戦
を 

実
施
し
た
。 

 
開
会
式
で
は
、
統
裁
官
よ
り
「
勝 

ち
に
こ
だ
わ
れ
」
、
「
勝
ち
方
に
こ 

だ
わ
れ
」
「
安
全
管
理
に
こ
だ
わ
れ
」 

の
三
点
が
要
望
さ
れ
た
。 

 
 

各
道
場
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、 

鋭
い
突
き
で
一
本
が
入
る
と
歓
声
が 

わ
き
、
体
育
館
は
熱
気
に
包
ま
れ
た
。 

 

団
体
戦
決
勝
に
お
い
て
は
、
第
１ 

整
備
大
隊
Ａ
チ
ー
ム
が
昨
年
優
勝
の 

第
２
整
備
大
隊
偵
察
直
接
支
援
隊
チ 

ー
ム
を
破
り
優
勝
し
た
。 

 

個
人
戦
に
お
い
て
は
、
世
代
交
代 

を
感
じ
さ
せ
る
若
手
の
台
頭
が
目
立 

つ
等
、
若
年
隊
員
の
練
成
成
果
が
遺 

憾
な
く
発
揮
さ
れ
、
競
技
を
盛
り
上 

げ
た
。 

 

 鋭い突きで一本！   

ま
た
、
連
隊
Ｏ
Ｂ
会
会
長
を 

は
じ
め
と
す
る
役
員
会
の
方
々 

が
来
隊
さ
れ
、
連
隊
隊
員
の
勇 

姿
を
観
戦
し
て
頂
い
た
。 

   

【
御
礼
】 

方
面
通
信
群
、
36
普
連
、
３
高
大
、 

３
通
大
の
皆
様
の
審
判
支
援
に
よ
り 

盛
会
の
う
ち
に
無
事
終
了
と
な
り
ま 

し
た
。 

 気合いの一突き   勝負は紙一重！   観戦されるＯＢ会役員の方々  

 

連
隊
は
、
平
成
26
年
１
月
24
日
（
金
）
、
一
整
大
整 

備
工
場
前
で
炊
事
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
た
。 

 

各
部
隊
か
ら
選
抜
さ
れ
た
選
手
は
、
肉
じ
ゃ
が
、
豚 

汁
、
各
部
隊
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
デ
ザ
ー
ト
や
創
意
工
夫
料 

理
な
ど
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
調
理
し
た
。
当
初
班
長 

に
よ
る
命
令
下
達
か
ら
始
ま
り
、
各
班
員
は
、
具
材
の 

切
り
込
み
や
、
炒
め
物
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
与
え
ら
れ 

た
任
務
を
整
斉
と
こ
な
し
、
料
理
を
作
り
上
げ
た
。 

合
同
炊
事
班
Ｂ
チ
ー
ム 
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１
整
大
火
車 

３
尉 

永
田 

貴
彦 

 

＃
93
期
幹
部
初
級
課
程
に 

お
い
て
武
器
学
校
第
一
教

育
部
長
よ
り
教
育
部
長
賞

受
賞 

１
整
大
火
車 

３
曹 

長
濱 

優
香 

 

＃
50
期
初
級
陸
曹
光
測
整

備
課
程
に
お
い
て
武
器
学

校
第
二
教
育
部
長
よ
り
教

育
部
長
賞
受
賞 

２
整
大
２
直
支 

曹
候 

村
津 

一
平 

 

＃ 

期
陸
曹
候
補
生
課
程

に
お
い
て
第
４
陸
曹
教
育

隊
共
通
教
育
中
隊
長
よ
り 

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

２
整
大
１
直
支 

士
長 

澤
見 

や
よ
い 

 

平
成
25
年
12
月
１
日
に
京 

都
府
福
知
山
市
で
実
施
さ 

れ
た
京
都
銃
剣
道
選
手
権 

大
会
に
お
い
て 

個
人
女
子
の
部 

優
勝 

２
整
大
１
直
支 

士
長 

老
平 

愛
梨 

 

平
成
25
年
12
月
１
日
に
東 

京
都
明
治
神
宮
で
実
施
さ 

れ
た
第
41
回
全
自
衛
隊
弓 

道
大
会
に
お
い
て 

女
子
個
人
戦 

優
勝 

優
勝
隊
員
の
コ
メ
ン
ト 

 

「
団
体
戦
２
試
合
（
相
手 

は
男
性
）
も
含
め
、
無
敗
（ 

個
人
戦
は
５
試
合
）
で
優
勝 

で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
」 

優
勝
隊
員
の
コ
メ
ン
ト 

 

「
学
生
の
頃
か
ら
継
続
し 

て
き
た
こ
と
で
賞
が
い
た
だ 

け
、
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま 

す
。
今
後
も
自
分
を
信
じ
、 

任
務
に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。
」 

優
秀
隊
員
の
コ
メ
ン
ト 

 

「
失
敗
を
恐
れ
ず
、
自
分 

の
や
る
べ
き
事
を
全
力
で
頑 

張
っ
た
こ
と
が
受
賞
に
繋
が 

っ
た
と
思
い
ま
す
。
」 

優
秀
隊
員
の
コ
メ
ン
ト 

 

「
部
隊
で
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
と 

武
器
学
校
で
の
予
習
・
復 

習
の
成
果
が
実
り
ま
し
た
。 

同
期
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
」 

優
秀
隊
員
の
コ
メ
ン
ト 

 

「
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
、 

９
ヶ
月
間
、
集
中
力
を
持 

続
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ 

と
が
良
か
っ
た
で
す
。
」 

 

連
隊
は
平
成
26
年
１
月
14
日
（
火
）
、
千
僧
駐 

屯
地
に
お
い
て
連
隊
成
人
行
事
を
実
施
し
、
新
成 

人
者
の
門
出
を
祝
う
と
と
も
に
、
思
い
出
に
残
る 

催
し
と
し
て
戦
車
回
収
車
の
綱
引
き
を
行
っ
た
。 

連
隊
新
成
人
男
女
７
名 

 
     

 
 

戦
車
回
収
車
に
挑
む
！ 

 

当
日
は
連
隊
の
新
成
人
者
18 

名
の
内
、
教
育
入
校
者
等
の
不 

在
者
を
除
く
男
女
７
名
の
新
成 

人
者
が
行
事
に
出
席
し
、
当
初
、 

各
人
ご
と
に
新
成
人
と
し
て
の 

抱
負
や
決
意
を
発
表
し
た
。 

 

次
に
、
新
成
人
者
の
７
名
は 

連
隊
全
隊
員
が
見
守
る
中
、
戦 

車
回
収
車
と
の
綱
引
き
に
挑
戦 

し
た
。 

 

各
部
隊
の
隊
員
の
声
援
を
背 

に
７
名
は
、
懸
命
に
力
を
合
せ 

て
綱
を
引
く
が
戦
車
回
収
車
は 

全
く
微
動
だ
に
し
な
い
。
見
か 

ね
た
応
援
者
か
ら
ま
ず
は
前
年 

度
の
成
人
者
が
手
助
け
に
加
わ 

る
も
動
か
ず
、
次
に
来
年
の
成 

人
予
定
者
が
、
つ
い
に
は
連
隊 

長
を
は
じ
め
副
連
隊
長
、
各
部 

隊
長
、
連
隊
最
先
任
上
級
曹
長
、 

各
部
隊
先
任
上
級
曹
長
等
総
勢 

50
名
を
越
す
人
員
が
次
々
と
加 

勢
し
、
つ
い
に
重
さ
約
38
㌧
の 

戦
車
回
収
車
が
履
帯
の
軋
み
音 

を
出
し
て
動
き
だ
出
す
と
、
取 

り
囲
ん
だ
応
援
者
か
ら
大
い
に 

歓
声
が
沸
き
起
こ
っ
た
。 

 
 
 

 

終
了
後
に
河
野
連
隊
長
か
ら 

新
成
人
者
に
対
し
「
協
力
し
て 

成
し
得
る
人
間
の
底
力
を
忘
れ 

ず
、
こ
れ
か
ら
も
信
念
と
野
心 

を
持
っ
て
前
向
き
に
生
き
る
青 

年
と
し
て
逞
し
く
大
人
の
階
段 

を
登
り
続
け
て
欲
し
い
。
（
要 

旨
）
」
と
の
訓
示
が
あ
り
同
行 

事
は
大
き
な
盛
り
上
が
り
の
中
、 

終
了
し
た
。 

新成人の思い出に男女７人で戦車回収車との綱引きに挑戦  

当
初
は
新
成
人
の
み
で
引
っ

張
る
が
、
微
動
だ
に
し
な
い
。 

 

最
後
は
総
勢
約
50
名
で
引
っ

ぱ
り
よ
う
や
く
戦
車
回
収
車

は
動
き
出
し
た
。 

124 
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連
隊
長
表
彰 

 

第
４
級
賞
詞 

 

（
車
両
無
事
故
５
万
㎞
） 

 
 

２
整
大
特
科 

 

２
曹 

西
嶋 

則
人 

 

連
隊
長
褒
賞 
 

 

「
広
多
無
」
試
験
支
援
に
お
け
る
優
秀
隊
員 

 
 

１
整
大
本
付 

 

士
長 

松
井 

和
樹 

 
 
 

 
 
 

補 

給 

隊 
 

士
長 

和
田 

直
樹 

 
 

補 

給 

隊 
 

１
士 

金
子 

暁
真 

   
 

 

輸 

送 

隊 
 

無
事
故
目
標
日
数
達
成 

 

「
１
，
４
０
０
日
」 

     

千
僧
業
務
隊
長
賞 

 

総
務
科
外
来
係
と
し
て
の
勤
務
優
秀
隊
員 

 
 

本
部
付
隊 

 
 

士
長 

西
中 

剣 
 

管
理
科
営
繕
係
と
し
て
の
勤
務
優
秀
隊
員 

 

 
 

２
整
大
偵
察 

 

３
曹 

山
之
内 

光
秀 

 
 
 
 

〃 
 
 
 

３
曹 

中
島 

正
光 

 

 
 
 
 

〃 
 
 
 

士
長 

尾
方 

優
樹 

 
第 
教
育
大
隊
長
賞 

 

第 
期
初
級
装
輪
操
縦
課
程
優
秀 

 
 

２
整
大
戦
車 

 

士
長 

福
田 

楓 
 

祝
園
分
屯
地
警
備
に
伴
う
勤
務
優
秀
隊
員 

 
 

補 

給 

隊 
 

士
長 

宮
原 

真
穂 

 
 

衛 

生 

隊 
 

１
士 

四
方
田 

大
輔 

（
２
等
陸
尉
へ
） 

 
 

連
隊
本
部 

 
 

坂
口 

賢
治 

 
 （

准
陸
尉
へ
） 

 
 

１
整
大
施
設 

 

橋
本 

幸
三 

 
（
陸
曹
長
へ
） 

 
 

本
部
付
隊 

 
 

増
田 

照
明 

 
 

２
整
大
１
普 

 

田
中 

誠 
 
 
 

〃 
２
普 

 

北
村 

明
徳 

 
 
 
 

〃 
 
 
 

森
上 

広
一 

 
 

衛 

生 

隊 
 

山
﨑 

幸
世 

 

（
１
等
陸
曹
へ
） 

 
 

本
部
付
隊 

 
 

森
田 
信
俊 

 
 

１
整
大
通
電 

 

樋
口 
伸
一 

 
 

２
整
大
１
普 

 

﨑
山 

幸
弘 

 
 
 

〃 

２
普 

 

河
野 

宏
司 

 
 
 

〃 

２
普 

 

橋
本 

幸
治 

 
 
 
 

〃 

３
普 

 

西 
 

浩
司 

 
 
 
 

〃 

高
射 

 

松
﨑 

由
香
里 

 
 
 

 

（
２
等
陸
曹
へ
） 

 
 

１
整
大
本
付 

 

廣
藤 

武
彦 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

〃 

通
電 

 

内
村 

光
介 

 
 

２
整
大
特
科 

 

橋
本 

一
生 

 
 
 

〃 

高
射 

 

森
本 

潤
志 

 
 
 
 

〃 
 
 
 

杉
山 

泰
昭 

 
 
 
 

〃 
 
 
 

清
水 

裕
貴 

 
 

補 

給 

隊 
 

浅
田 

泰
正 

 
 

衛 

生 

隊 
 

宮
原 

和
宏 

 
 

衛 

生 

隊 
 

山
口 

直
志 

 

（
３
等
陸
曹
へ
） 

 
 

１
整
大
火
車 

 

山
本 

啓
介 

 
 
 

〃 

通
電 

 

髙
橋 

佑
昂 

 
 

２
整
大
３
普 

 

嶝
口 

直
人 

 
 
 

 
 
 
 

〃 
 
 
 

長
田 

将
史 

 
 

補 

給 

隊 
 

山
本 

明
男 

 

（
陸
士
長
へ
） 

 
 

１
整
大
火
車 

 

青
砥 

由
樹 

 
 
 
 

〃 
 
 
 

大
野 

槙
芳 

 
 
 
 

〃 
 
 
 

磯
﨑 

梨
紗 

 
 
 

〃 

施
設 

 

石
原 

聖 
 
 
 

〃 

通
電 

 

川
路 

美
月 

 
 
 

２
整
大
２
普 

 

五
条 

愛 
 
 

 
 
 
 

〃 
 
 
 

堀
井 

一
樹 

 
 
 

〃 

３
普 

 

藪
岡 

佳
奈
美 

 
 
 

〃 

戦
車 

 

福
田 

楓 
 
 
 

〃 

高
射 

 

西
川 

将
仁 

（
陸
士
長
へ
） 

 
 

補 

給 

隊 
 

南 
 

水
緒 

 
 
 
 

〃 
 
 
 

森
田 

み
き 

 
 
 
 

〃 
 
 
 

矢
野 

瑳
衣
子 

 
 
 
 

〃 
 
 
 

山
本 

明
李 

 
 

 
 
 
 

〃 
 
 
 

和
田 

直
樹 

 

（
１
等
陸
士
へ
） 

 
 

本
部
付
隊 

 
 

神
谷 

晴
蘭 

 
 

１
整
大
本
付 

 

岡
原 

明
生 

 
 
 

〃 

火
車 

 

近
藤 

悠
馬 

 
 
 
 

〃 
 
 
 

紺
谷 

和
也 

 
 
 
 

〃 
 
 
 

是
澤 

勇
人 

 
 
 
 

〃 
 
 
 

大
金 

加
奈 

 
 
 
 

〃 
 
 
 

尾
崎 

架
奈
恵 

 
 
 
 

〃 
 
 
 

山
根 

彩
花 

 
 
 
 

〃 
 
 
 

北
條 

由
真 

 
 
 
 

〃 

工
作 

 

小
嵜 

貴
正 

 
 
 
 

〃 
 
 
 

中
井 

啓
善 

 
 
 

〃 

施
設 

 

森
田 

祐
基 

 
 
 

〃 

通
電 

 

奥
川 

大
輝 

 
 
 
 

〃 
 
 
 

栗
山 

紗
織 

 
 

２
整
大
１
普 

 

吉
川 

翔
也 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

〃 
 
 
 

河
渕 

稔 
 
 
 
 

〃 
 
 
 

河
合 

史
記 

 
 
 

〃 

２
普 

 
早
川 

昭
一
郎 

 
 
 
 

〃 
 
 
 

中
尾 

眞
虹 

 
 
 

〃 

３
普 

 

白
井 

孝
嗣 

 
 
 
 

〃 
 
 
 

加
藤 
椋
一 

 
 
 
 

〃 
 
 
 

三
木 
芳
峻 

 
 
 

〃 

特
科 

 

三
代
川 
一
矢 

 
 
 

〃 

戦
車 

 

伊
藤 

洋
介 
 
 
 

〃 

高
射 

 

石
阪 

勝
也 

 
 
 

〃 

偵
察 

 

栫 
 

貴
寛 

 
 

補 

給 

隊 
 

西
村 

裕
周 

 
 
 
 

〃 
 
 
 

田
中 

健
太
郎 

 
 

 
 
 
 

〃 
 
 
 

松
本 

吉
史 

 
 
 
 

〃 
 
 
 

小
泉 

菜
穂 

 
 
 
 

〃 
 
 
 

田
中 

梨
絵 

 
 

輸 

送 

隊 
 

村
上 

あ
や
め 

 
 

衛 

生 

隊 
 

柿
木 

隆
介 

 
 

  
 
 

以
上
、
平
成
26
年
1
月
1
日
付 

109 219 

陸
曹
候
補
生
に
指
定 

 
 

 
 

２
整
大
１
普 

 

老
平 

愛
梨 

 

補 

給 

隊 
 

廣
山 

葵 
 
 

 

衛 

生 

隊 
 

中
村 

豪 
 

一
般
陸
曹
候
補
生
入
校
予
定
者
に
指
定 

 

２
整
大
２
普 

 

本
田 

大
地 

 
 

〃 

偵
察 

 

藤
尾 

圭
佑 

 

輸 

送 

隊 
 

古
寺 

正
直 

 

衛 

生 

隊 
 

見
山 

あ
ゆ
み 

 
  
 
 
 

（
補
給
隊
）
齋
藤 

隆
道 

  
 
 

以
上
、
平
成
26
年
２
月
1
日
付 

南
ス
ー
ダ
ン 

派
遣
施
設
隊 



 

読
者
の
皆
さ
ん
、
日
々
進
化
し
続
け
る
広
報
誌 

「
六
甲
」
を
ご
愛
読
下
さ
い
ま
し
て
誠
に
あ
り
が 

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

改
め
ま
し
て
、
読
者
の
皆
様
、
謹
ん
で
新
年
の 

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

こ
の
度
は
、
新
た
に
本
部
付
隊
の
神
谷
１
士
が 

編
集
部
に
加
入
し
、
早
速
「
六
甲
」
新
聞
マ
ー
ク 

の
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
ま
し
た
。
４
コ
マ
漫
画
担 

当
の
中
川
士
長
は
、
南
ス
ー
ダ
ン
派
遣
施
設
隊
の 

無
事
の
帰
国
を
願
う
カ
エ
ル(

無
事
帰
る)

の
キ
ャ 

ラ
ク
タ
ー
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。 

 

な
ぞ
な
ぞ
ク
イ
ズ
は
多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と 

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
53
号
の
答
え
も
随
時
受
付
中
。 

 
 

編
集
部
要
員
に
つ
き
ま
し
て
は
ま
だ
ま
だ
熱
烈 

募
集
中
で
す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 

 

連
隊
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。 

 
 

携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
ご
自
宅
の
パ
ソ 

コ
ン
等
か
ら
第
三
後
方
支
援
連
隊
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

に
ア
ク
セ
ス
し
、
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。 

ア
ク
セ
ス
方
法
： 

 

「
第
三
後
方
支
援
連
隊
」
を
検
索→

「
第
三
後
方 

支
援
連
隊
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｇ
Ｅ
」→

を
ク
リ
ッ
ク
！ 

 

ア
ド
レ
ス 

 
ww

w.m
od.go

.jp
/gsdf

/ma
e/

3 

８ 

3d/
3log/

index.
html

 

坂
口
２
尉 

久
松
２
曹 

上
之
園
２
曹 

広
報
幹
部 

広
報
陸
曹 

編
集
長
（広
報
陸
曹
） 

六    甲  第５３号 ２０１４年（平成２６年）１月３１日 

１ 

２ 

３ 

４ 

第
２
整
備
大
隊 

松
永
曹
長 

編
集
部
要
員 

衛
生
隊 

中
川
士
長 

編
集
部
要
員 

編
集
部
要
員 

『早食い！』 作： 衛生隊 中川士長 

Ｑ
１ 

あ
る
数
に
蓋
を
か
ぶ
せ
る
と
４
分
の
３
に
な
り
ま
す
。
そ
の
数
は
？ 

 

Ｑ
２ 

十
二
支
の
未
と
申
が
ケ
ン
カ
し
た
ら
、
ど
ち
ら
が
強
い
？ 

※
 

今
回
は
２
問
！ 

 
 

 

２
問
と
も
正
解
し
た
人
の
中
か
ら
抽
選
で
豪
華
？ 

商
品
が
当
た
る
。 

応
募
方
法 

３
後
支
１
科
広
報
班
に
メ
モ
用
紙
に
名
前
と
答
え
を
書
い
て
提
出
、
も
し
く
は
ハ
ガ 

キ
で
応
募
、
問
い
合
わ
せ
は
内
線
８―

７
１―

３
４
０
３
で
す
。 

次
回
〆
切
は
４
月
15
日
ま
で
、
当
選
者
発
表
は
「六
甲
」
54
号
（５
月
下
旬
）に
て 

本
部
付
隊 

准
陸
尉 

溝
口 

義
人 

永年の勤務 

お疲れ様でした 

 １月３日付  

先
号
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
ク
イ
ズ
の
答
え
と
褒
賞
プ
レ
ゼ
ン
ト
当
選
者
発
表 

答
え 

【
英
和
辞
典
の
中
】
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
す
る
と
秋
か
ら
始
ま
る 

 

褒
賞
プ
レ
ゼ
ン
ト
当
選
者 

 

本
部
付
隊 

３
曹 

黒
澤 

大
悟 

本
部
付
隊 

神
谷
１
士 

お
！ 

履
修
前
か 

・
・ 

早
っ  

 

!! 

ガ ラ ン  

い
た
だ
き
ま
す
・
・ 

 

毎
月
、
月
末
点
検
時
に
実
施
し
て
い
る
各
部
隊
選
抜
さ
れ
た
陸
士 

隊
員
を
対
象
と
し
た
各
種
項
目
の
優
秀
者
で
す
。 

 

11
月 

実
施
項
目 

00
式
個
人
用
防
護
装
備
の
装
着 

 
 

補 

給 

隊 
 

和
田
１
士※

（
記
録 

４
分
35
秒
） 

 

１
月 

実
施
項
目 

目
隠
し
で
の
小
銃
の
分
解
・
結
合 

 

第
１
整
備
大
隊 

尾
崎
１
士 

総
合
１
位 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
録 

分
解
１
分
12
秒 

結
合
２
分
19
秒
） 
 

本
部
付
隊 

 
 

神
谷
１
士 

分
解
１
位
（
記
録 

１
分
９
秒
） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
※
 

階
級
に
つ
い
て
は
実
施
月
当
時
の
階
級 

 

 

転
出
、
任
期
満
了
退
職
及
び
定
年
退
官
さ
れ
る
皆
様
へ
の
ご
案
内
で
す
。 

 

連
隊
Ｏ
Ｂ
会
で
は
、
第
三
後
方
支
援
連
隊
Ｏ
Ｂ
会
会
員
相
互
の
親
睦
及 

び
連
携
を
深
め
る
と
と
も
に
、
第
三
後
方
支
援
連
隊
の
活
動
及
び
行
事
等 

を
後
援
し
て
、
そ
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
す
る
会 

で
す
。 

 

Ｏ
Ｂ
会
発
展
の
た
め
、
入
会
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

入
会
さ
れ
る
方
は
、
各
部
隊
人
事
担
当
者
ま
で
。 

※

ご
飯
は
よ
く
噛
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う
！ 



六    甲  （第５３号 号外） ２０１４年（平成２６年）１月３１日 号外 

 

師
団
の
壮
行
行
事
に
引
き
続
き
実
施
し
た
本
行
事
は
、
連
隊 

隊
員
、
連
隊
Ｏ
Ｂ
会
役
員
の
方
々
及
び
派
遣
隊
員
ご
家
族
の
見 

守
る
中
、
連
隊
派
遣
隊
員
の
長
、
中
川
１
尉
（
第
１
整
備
大
隊 

施
設
整
備
隊
長
）
以
下
派
遣
隊
員
に
対
し
て
、
連
隊
長
及
び
連 

隊
Ｏ
Ｂ
会
長
か
ら
激
励
の
言
葉
を
頂
い
た
。 

 

中
川
１
尉
が
派
遣
隊
員
を
代
表
し
て
、
南
ス
ー
ダ
ン
派
遣
に 

対
す
る
決
意
を
述
べ
た
後
、
派
遣
隊
員
に
対
し
、
残
留
隊
員
代 

表
の
カ
エ
ル
２
人
（
２
匹
？
）
か
ら
「
無
事
か
え
る
（
帰
る
）
」 

事
を
祈
願
し
て
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
た
。 

 

第
３
師
団
の
隊
員
を
基
幹
に
編
成
さ
れ
た
「
南
ス
ー
ダ
ン
派 

遣
施
設
隊
（
第
５
次
要
員
）
」
は
、
南
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
の
国 

作
り
支
援
の
た
め
、
約
半
年
間
道
路
補
修
等
施
設
活
動
の
任
務 

に
あ
た
る
。 

 

連
隊
は
、
平
成
25
年
11
月
20
日
（
水
）
に
、
千
僧
駐
屯

地 に
お
い
て
、
南
ス
ー
ダ
ン
派
遣
施
設
隊
（
第
５
次
要
員
）
と 

し
て
連
隊
か
ら
派
遣
す
る
隊
員
に
対
し
、
壮
行
行
事
を
実
施 

し
た
。 

衛生隊 奥村２尉 
派遣先でも、自分のことだけでなく、 

周囲に気配りでき、元気を与えられる 

ような看護官を目指して頑張ります。 


